
カエルの子はカエルとよく言ったもので、

親から子に引き継がれる性質はとても多

いものです。現在では「親から子に引き

継がれるもの」は遺伝子であり、DNAと

いう化学物質が遺伝子を作っていること

が広く知られています。

そして場合によっては、病気も親から子

へ遺伝し、引き継がれてしまうわけです。

でも、病気の種類によっては、子供が高

い確率で病気になることもあるし、ほとん

どならない病気もあります。なぜでしょう

か？このあたりはDNAで作られている遺

伝子が、体の中で、どのように働いている

かを考えると答えが出てきそうです。

私が研究対象にしている「トリプレット･リ

ピート病」は、遺伝病の中でも珍しいタイ

プのものです。病気の人で遺伝子配列

がどう変化しているのか、そこまでは分

かっているのですが、そこから先が、通常

の遺伝病のようには簡単に説明できない

のです。何故その遺伝子変化がこんな

病気を引き起こすのか、その理由を知り

たくて、私は研究をしています。その一端

を少しでも御紹介できれば思います。

ちょっとめずらしい遺伝病のはなし
―トリプレット･リピート病

笹川　昇 東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系展示責任者
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糖尿病は、すい臓からインスリンというホ

ルモンが出にくくなったり、インスリンのは

たらきが悪くなる病気ですが、症状が進

むと神経や血管、心臓や腎臓などが悪く

なり、手足が腐ってついには死に至る恐

い病気です。私たちの研究室では、医学

部と共同で遺伝的に糖尿病になりやす

いネズミを使って、糖尿病になるとどの臓

器のどのタンパク質が変化するかを網羅

的に調べています。このようにタンパク質

をとおして病気の原因を解明する方法を

プロテオーム解析と呼び、ポストゲノム時

代の一研究領域として注目されていま

す。（プロテオームというのは、体のいろ

いろな細胞や組織でつくられるすべての

「タンパク質」のことです）。

空気中の酸素は私たちが生きるのに不

可欠ですが、これとは異なり、体内で活性

酸素が発生すると、DNAやタンパク質、

脂質など体に含まれる大事な物質に傷

がつき、病気がひどくなります。私たちは、

活性酸素で傷ついたタンパク質を調べ

る方法を開発しました。その方法を使っ

て糖尿病ネズミのいろいろな臓器を調べ

たところ、特定の臓器で特定のタンパク

質が優先的に酸化されていて、しかもそ

れがかなり体内にたまっていることを見つ

けました。特に筋肉では、アクチンやミオ

シンといった筋肉収縮に関わるタンパク

質が酸化されていました。糖尿病になる

と体が疲れやすくなりますが、それは筋肉

タンパク質が酸化されて働けなくなって

いるためかも知れません。

ポスター発表では、プロテオーム解析に

ついてわかりやすく説明するとともに、実

験動物で得た基礎データをヒトの病因解

明に結びつけるための研究について概

説します。

タンパク質をとおして病気の原因を探る

前田忠計／大石正道 北里大学理学部生体分子動力学研究室展示責任者
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細菌はとても小さいので、いくら光学顕

微鏡でのぞいてみても、細胞の中がどう

なっているかは、これまで分かりませんで

した。それがこの頃、細菌の蛋白に蛍光

の出るタンパク質をつなげることで、蛍光

をたよりに、細胞の中のタンパク質を観

察できるようになりました。おかげで、細

菌のタンパク質が、細胞の中でどんな形

になっているのかや、細胞の中のどこに

あるのかが分かるようになり、細胞の中

で起こっていることが、だんだん明らかに

なって来ました。

私たちは、大腸菌のすべての遺伝子に

蛍光タンパク質の遺伝子をつなげ、それ

を大腸菌の細胞の中で発現(タンパク質

を作らせること)させ、大腸菌のすべての

タンパク質の細胞の中での形や、そのあ

りかを観察しました。その結果、大腸菌の

タンパク質は、(1)細胞のへりにあるもの、

(2)細胞の中いっぱいに広がっているも

の、(3)点々になっているもの、(4)輪っか

になっていたり、細長くなっていたりする

もの、(5)核(染色体DNA)にあるものに

分類されることが分かりました。

私たちは、いったんタンパク質の細胞の

中での形やありかが分かれば、まだその

働きがよく分かってい

ないタンパク質の働き

を予想することができ

るのではないかと考え

ています。

大腸菌のすべてのタンパク質の
細胞の中での形やありかを観察する

小方康至 国立遺伝学研究所放射線・アイソトープセンター展示責任者
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ウイルスは最も簡単な微生物。今日の

医療技術をもってしても人間を死に至ら

しめる恐ろしい病気の数々はウイルスが

原因であることが多いです。本日紹介す

るSARS（重症急性呼吸器症候群）も

そうです。

ウイルスは遺伝子を除くとタンパク質の

みから成り立っています（図1）。タンパク

質はアミノ酸がつながった「鎖」のような

ものです。

そして「鎖」を切る「はさみ」のような役割

をもっているのがプロテアーゼです。

そしてプロテアーゼ自身もタンパク質で

す。プロテアーゼで切断された鎖の断片

は折れたたまれて、プロテアーゼとなって

います（図2）。

このタンパク質は約0.000000001ｍの

大きさをもっていて、普通の光で見える範

囲0.000001ｍよりもとても小さいもので

す。これ以上小さいものは普通の光より

波長の短い光（エックス線）で見ることが

出来ます。

薬（阻害剤：そがいざい）とプロテアーゼ

がくっついている様子を見てみよう（図

３）。SARSの治療薬として注目されてい

るのは阻害剤とよばれる、はさみの役割

を邪魔する薬があります。最近いくつか

有望そうな阻害剤が発表されており、

SARSの治療薬が出来るのも近いかも

しれないです。

新型肺炎SARSウイルスの
タンパク質の立体構造モデルを見てみよう

梅山秀明／岩舘満雄 北里大学薬学部生物分子設計学教室展示責任者
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病気とゲノム

（図）健康なネズミ（左）と糖尿病ネズミ（右）

はたらくゲノム-タンパク質

はたらくゲノム-タンパク質はたらくゲノム-タンパク質

（図1）大腸菌のタンパク質と蛍光タンパク質の
融合タンパク質の細胞の中での形やありかの例

（図1）ウイルス構造

（図2）プロテアーゼって

（図3）阻害剤が治療薬

（表1）大腸菌のすべてのタンパク質と蛍光タンパク質の融合タンパク質の
細胞の中での形やありか

分類 数 [( ) は働きがよく分かっていないもの]�
I. 蛍光が検出されたもの 3,996�
(1) 細胞のへりにあるもの  495 (234)�
(2) 細胞の中いっぱいに広がっているもの  2,874�
(3) 点々になっているもの  648 (192)�
(4) 輪っかになっていたり、細長くなっていたりするもの  15 (6)�
(5) 核 (染色体DNA) にあるもの  88 (21)�
�
II. 蛍光が検出されなかったもの 355


